
佐賀で「筋肉で繋がろう」！ 

競技を越えた学びと、新しい地域のつながり 

 

令和8年度 佐賀県キャラバン in 西九州大学 

実施日 令和8年8月23日（日） 

会場 西九州大学 神埼キャンパス 

主な内容 研修会／体験会／トレーニング相談／ディスカッション 

事業の位置づけ 佐賀県における5年計画の2年目 

さまざまな競技の仲間が集まりました 

西九州大学の学生をはじめ、一般のパワーリフター、パラスポーツ指導員、車いすバスケットボール選手、パラ陸

上投てき選手など、さまざまな立場・競技の参加者が集まりました。パラパワーリフティングをきっかけに、競技の枠を

越えて一緒に学び、身体を動かし、自然に交流できる時間となりました。 

今回の研修・体験会で取り組んだこと 

● パラパワーリフティングを知る　競技の魅力や特徴、基本的な練習方法を紹介し、実際に専用ベンチで競技を体験
しました。 
● VBTトレーニング　挙上速度を活用したVBT（Velocity Based Training）の考え方を紹介し、効率よく力を発揮する
ためのトレーニングについて学びました。 



● ストラップの活用　パラパワーリフティングで使用するストラップについて、目的や有効な巻き方を実技を交えながら
紹介しました。 
● 個別トレーニング相談　他競技の選手も含め、一人ひとりの競技特性や身体状況、課題・目標に応じて、取り入れ
やすい補助トレーニングやベンチプレスのポイントを提案しました。 

  

実技を通したパラパワーリフティング体験 競技・立場を越えたトレーニングと交流 

西九州大学との連携も一歩前へ 

今年度は西九州大学で開催したことで、大学教員の皆さまとのつながりをさらに深めることができました。また、大

学で取り組まれている科学的なスポーツ支援について知る機会となり、今後、地域での活動と大学の専門性をどのよ

うにつないでいけるかを考えるきっかけにもなりました。学生の皆さんにも競技や活動に興味を持ってもらい、継続的

な関係づくりに向けた良い一歩となりました。 

参加者の声と、次につながる手応え 

参加者からは「良かった」「ありがとう」「また来年もお願いします」といった声が聞かれ、終了後に自ら挨拶に来てく

ださる参加者も多くいました。佐賀県パラスポーツ協会からも、大学生だけでなく一般のパワーリフター、パラスポーツ

指導員、他種目のパラアスリートまで幅広い参加があり、多角的な交流が生まれたことが大きな成果として挙げられ

ています。 

「体験する」から「地域で続ける」へ 

今回のキャラバンでは、パラパワーリフティングを軸としながら、複数の競技や分野で柔軟に活躍できる人材を地

域で育てていくという方向性も共有されました。そして、「マルチでユニバーサルなチーム」の設立に向けて、選手や指

導者がつながるネットワークグループが立ち上がったことも大きな成果です。 

今後は、この小さなネットワークを大切に育てながら、佐賀県内で継続的にトレーニングできる環境づくり、新たな

選手・指導者・サポーターの発掘、競技力向上へとつなげていきます。 



 

今回生まれたつながりを、佐賀での継続的な活動へ 

5年計画の2年目。佐賀で新しい動きが始まっています 

今回の佐賀キャラバンは、競技を体験してもらうだけではなく、「学ぶ」「つながる」「地域で続ける」へと活動が一歩

進んだ機会となりました。来年度は、今回形成されたネットワークと西九州大学・地域の皆さまとのつながりを活かし、

さらに多くの人が参加できる研修会・体験会へと発展させていきます。 

佐賀の皆さん、ありがとうございました。これからも「筋肉で繋がろう」の輪を広げていきます！ 


